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　書 　　評 　
小林賢次著
『狂言台本とその言語事象の研究』
大 　倉 　　　浩
　本書の著者小林賢次氏は、日本語史研究、特に文法史・中世語
研究において第一線の研究者であり、評者にとっても学生時代から常に仰ぎ見てきた先達である。小林氏には既 『日本語条件表現史の研究』
（ひつじ書房、一九九六）
『狂言台本を主資料とする中
世語彙語法の研究』
（勉誠出版、二〇〇〇）
という優れた研究書が
あり、本書は一九九九年以降の既発表論文を改稿し一部に書き下ろしを加え、 前二書の研究の補完・ 展の意味も持つものである。序章で小林氏が
本書は、日本語史研究の立場から、現存する各流各派の狂言台本を対象として、その資料性を明 かにし、古代語から近代語への変遷過程を考察する言語資料として位置づけるとともに、狂言台本にみられるさまざまな言語事象を取り上げて分析・考察を行うものである。
（一頁）
と述べるように、狂言台本の資料性を用 を中心 考察した第Ⅰ部と、 その資料性をふまえて、 各流の狂言台本から条件表現形式、「重宝」 「いそがし」などの語彙、謙譲語法など様々なレベルの言語事象を取り上げて論じた第Ⅱ部とから成っている。具体的な章立ては以下の通
（副題は省略）
。
序章 　狂言台本の研究とその刊行状況・本書の底本第Ⅰ部 　言語資料としての狂言台本第一章 　大蔵虎明本における狂言詞章の伝承と改訂第二章 　天理本『 六義』の用語第三章 　鷺流享保保教本の用語第四章 　和泉流雲形本『狂言六議』の本文の性格について第五章 　和泉流雲形本と古典文庫 の本文比較第六章 　南大路家旧蔵和泉流狂 台本とそ 翻刻本文につい
て
第七章 　和泉流三百番集本におけるシャル・サシャル敬第八章 　言語資料としての天理図書館蔵『狂言
大外
』 『狂言
新
』
第九章 　
 天理図書館蔵『狂言
大外
』におけるシャル・サシャ
ル敬語
第Ⅱ部 　狂言台本に関連する言語事象第十章 　条件表現史にみる文法化の過程第十一章 　完了性仮定と非完了性仮定 分類について第十二章 　順接の接続助詞「ト」再考第十三章 　「重宝」と「調法」第十四章 　イソガシ・セハシ・アワタタシとその類語第十五章 　狂言台本における謙譲語
さらに付章として（１）近代語とは何か（２）天理本『狂言六義』と同筆の間狂言本について（３）書評 　蜂谷清人著『狂言の国語史的研究─流動の諸相─』 、 「引用・参考文献」 「あとがき」 「索引」を付す。以下では章ご にその論の内容を紹介しつつ、評者なり
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の見解を加えてみる。
　序章は本書の構成を述べるとともに、本書が主として対象とす
る各流の狂言台本解題がある。解題は簡略ながら現時点での翻刻や総索引の情報など、狂言台本を日本語史の資料として利用しようとする
（評者を含めた）
今後の研究者たちに非常に有益である。
　第一章は虎明本に大蔵虎明が記した本文注記に注目し、その後
の大蔵流や他流派の狂言にどのように継承されたかを、具体例をあげ各流各派の台本と詳細に比較したもの。既に池田廣司『古狂言台本の発達に関しての書誌的研究』
（一九六七）
でも、芸能史の
面から虎明本以降の大蔵 ・和泉流の狂言の変遷 概観されており、蜂谷清人氏も『狂言 国語史的研究』
（一九九八）
などで虎清
本・虎寛本との 文詞章の詳細な比較を行い、虎明の狂言観・言語意識を論じているが、小林氏はそれらをふまえて、 り虎明個人の合理性が強く表れ 注記まで取り込んで虎明本という資料を位置づける意欲的な論である。流派不明で狂言の変遷の上では扱いにくい版本狂言記
（正篇・外篇・続篇・拾遺の四種）
も適宜参照さ
れて るが、１の「末広がり」においては、版本狂言記
（正篇）
にも、虎寛本と同様に虎明の注記を生かすかたち
（大名の思いつき）
で末広がりの件 提示されているのだが、ここには正篇に 及がない。版本狂言記の資料性に関心 持つ評者にとって 少々残念である。
　第二章は小林氏が中心となって作成された『狂言六義総索引』
の編集過程で問題となった天理 の用 から「たて物」 「はんじや」について論じたもの。第三章は近世中期の台本ではあるが鷺
流の狂言台本として研究が進みつつある保教本を取り上げ、 『日本国語大辞典』など国語辞典類が掲げる初出例よりも古い用例が保教 からかなり拾えることを指摘し、いっぽう保教本の 不正確な翻刻に拠った『狂言辞典
（語彙編）
』などの記述の問題点も
あげて、日 語史 資料として保教本を適切に位置づけようとしたもの。資料にじっくりと向き合いその資料性を見極めて用 を吟味する小林氏の姿勢は、日本語史を研究するものにとって常に心がけるべきものであり、そ 姿勢は第四章・第五章において、明治期書写の古典文庫本を通じてゆがめられ いた和泉流雲形本の言語資料としての価値を再評価するこ につながっている。
　さらに第六章では和泉流三宅派の近世後期の狂言台本の翻刻と
してひとまとめにされていた『狂言集成』と『狂言三百番集』について、そ 底本と見ら る南大路家旧蔵和泉流 の本文と比較すると、表記に どまらないかなり 相違があり、安易に翻刻本文に拠 こ に警鐘を鳴らして る。 は言 資料 してどのように『狂言集成』や『狂言三百番集』を参照すべきかについての小林氏の解答の一つが、第七章であ 。近世初期 虎明本・天理本には用いられ いない近世語のシャル・サシャルが用いられている『狂言集成』 『狂言三百番集』を慎重に調査し、版本狂言記
（主として正篇）
のシャル・サシャルとの活用・敬意の面
からの違いをあげ、単なる近世語の混入ではなく「狂言ことば」として和泉流が意識的に取り入れたことを明確 している。
　同じくシャル・サシャルが用いられている大蔵流八右衛門派の
狂言台本天理図書館蔵『狂言
大外・新
』の資料性について述べたの
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が第八章・第九章である。この台本は、大蔵流番外の稀曲を集めた異色の台本で、詞 にはマスル・ゴザナイ・オヂャルなど、近世初期の狂言 の用語が残っており、版本狂言記
（正篇・続
篇・拾遺）
から取り入れたと見られる曲が複数存するなど、用語
や内容からも様々な出自を持つ狂言を集成した と推定している。シャル・サシャルについても、第七章でみた和泉流狂言台本とは異なり、 『狂言
大外
』に使用が偏っており、その活用・敬意も
版本狂言記
（正篇）
と類似していることを指摘していて言語的に
も興味深いが、小林氏も述べるように曲ごとの差も大きく、その位置づけにはさらに精査が必要である。
　第Ⅱ部第十章は、 『日本語の研究』の文法化・機能語化特集号
に掲載されたもの。日本語の条件表現史 中で順接・逆接の各表現形式の変遷について、これまでの研究史を展望したうえで「文法化」という観点で変遷をより広く動的にとらえ直そうとする示唆に富んだ論考である。現状では、個々の表現形式が文法化する過程を追求する研究が多いが、本章で言及されたような、表現内容の関わりから広く諸接続形式間の文法化の過程を関係づける研究も現れはじめている。
　第十一章は小林氏の前著『日本語条件表現史の研究』
（一九九六）
に対する大鹿薫久氏の書評
（ 『国語学』一九一）
を受け、 「恒常条件」
「完了性仮定・非完了性仮定」という分類について再説したもの。大鹿氏が分類その のの体系性や一貫性を重視する立場から批判するのに対し、小林氏は条件表現の史的変遷 した分類や用語を設定していることがよ 明確になってい 対象と
なる言語事象を広範に説明できる分類として、小林氏の分類は幅広い射程を持っており、細部での修正や第十章で言及されたような新たなとらえ直しはあっても、高く評価できる分類である。こうした条件表現の前件後件間の多様な時間的論理的関係を分析する際に、第Ⅰ部で資料性を吟味してきた各狂言台本の用例が 状況や話者の含意をとらえやすく、考察の対象として他の文献資料に比べて適しているこ が、本章での虎明本のタラバの考察、さらに第十二章の接続助詞「ト」 発達に関する保教本を中心とした用例の考察での論 強い説得力に表れている。
　第十三章では、第六章でとりあげた『狂言集成』 『狂言三百番
集』において表記のゆれが見られ 「重宝」 「調法」という漢語について、各流の狂言台本に加えて広く中世以降の文献の調査から語史的考察を行ったも 。 版本狂言記でも拾遺におい 「重宝」「調法」の両様の表記例があることを指摘しているが、虎寛本のように同一曲中で両様の表記が見られ ではないの 、版本狂言記個々の曲の独自性を重視する評者からすると、虎明本に近いと見られる巻五「鎧」において「重宝」 表記をとっていることに注目したい。
　第十四章では、多忙・性急を表す形容詞語彙の変遷を考察する
が、小林氏は虎寛本や保教本に狂言詞章とし の整理統一 流れが見えることを指摘する 三百番集本 アワタタシを含め多彩な形容詞が残っているのは、第Ⅰ部で論じたこの台本の資料性と関わりがありそうである。第十五章は虎明本・天理本に多い「申さるる」など、謙譲語性が希薄化 形式を取り上げ、近世中期
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虎寛本と比較することで丁重語・尊敬語への用法の発達を見通している。狂言の観客層
（聞き手）
が上位者に限定されてゆく時期、
近世の「式楽化」とも関連すると思われるが、これも射程の広い考察である。
　以上、評者の誤解・見落としをおそれず述べてきたが、本書に
はまだまだ多くの重要な指摘・情報があふれている。紙幅の関係で紹介しきれないのが残念であるが、本書は、狂言台本を日本語史の資料とする研究者へ今後の大きな指針となるものである。 （二〇〇八年二月 　ひつじ書房 　Ａ５判 　三六九頁 　税込一〇二九〇円）
新 　刊 　紹 　介今野真二著『消された漱石 　
明治の日本語の探し方
』
　夏目漱石の『それから』において 漱石
が自筆原稿で「ふたへまぶち」と振仮名を施した箇所が、掲載 れた大阪朝日新聞、および単行本では「ふたへまぶた」に改変されている。
　本書は「手書きされたテキストにあって
印刷されたテキストにはなくなってし っているものは何か」という問いに、 「江戸期から続いてき 明治期の日本語」を操っていた夏目漱石 原稿を分析することで答えようとするものである。漱石 自筆原稿や初出紙、単行本、現代の全集、そして江戸期から明治 にかけて 辞書類など 膨大な用例が示され、印刷の段階で失われて
しまった漱石の用字や語形、また漱石自身の表記の揺れが明らかになっている。
　明治期の日本語という大きな枠の中で漱
石の表記や語法をとらえようとする本書の姿勢は、漱石の表記や語法 特殊性ばかりに目が向いていた従来の 論とは一線を画するものである。（二〇〇八年六月 　笠間書院 　菊判 　四四八頁 　税込五〇四〇円）

〔石川 　創〕
笹原宏之著『訓読みのはなし
漢字文化圏の中の日本語
』
　日本人は当たり前のように漢字を「訓読
み」するが、それは決して当たり間のことではない。中国以外でも漢字文化圏 属する韓国やベトナムでは漢字が用いられるが「訓読みを体系的に行うのは日本だけ」なのであ 。本書では「訓読み」という観点
から、本来は中国語を表記するための文字であった漢字が、いかにして日本語の表記体系に応用されてきたかが、実例を挙げて詳細に解説されている。それと同時に日本以外の漢字文化圏の国々での漢字の使用についても関連する事例を取り上げ、日本との共通点や相違点、相互 影響関係なども示されて る。
　本書でも触れられているが、日本と同様
に中国から漢字を輸入してきた韓国やベトナムにおいては、 「漢字離れ」の状況にあるという。そのような中、日本では紆余曲折を経ながらも、今なお漢字が使い続けられてい のは何故であろ か。本書を読めば、その答えは自ずと見えてくるのではないかと思われ 。（二〇〇八年五月 　光文社 　新書判 　二七四頁 　税込八六一円）

〔銭谷真人〕
